
レベル 主催・講師 日時・会場

教育オリエンテーション キャリアラダーについて知り、目指す看護師像について考える

現任教育ワーキング  清水春香

マネジメントラダーワーキング

看護の価値探求ワーキング（ケアリング）

現任教育ワーキング

　　　　令和8年度　看護職員（要員）研修

看
護
師
長
副
看
護
師
長
参
加
対
象
研
修

目的/目標

ナ
ー
シ
ン
グ
・
ス
キ
ル

新
人
看
護
師(

キ
ャ
リ
ア
ラ
ダ
ー
Ⅰ)

職員研修委員会
現任教育ワーキング

4月1日（水）
総務課配布別紙参照　　　　
多目的ホール

新任職員研修
（医療安全・感染管理を含む）

新任看護師が看護実践の基礎を形成できるよう、看護師としての基本姿勢と態
度・看護技術と管理的側面を学ぶ

職員研修委員会
現任教育ワーキング

4月
総務課配布別紙参照
多目的ホール

新任職員研修
看護技術
輸液ポンプ・シリンジポンプ
※既卒看護師は所属長判断

輸液ポンプ・シリンジポンプが安全に使用できるよう医療安全・感染管理を含め
て看護技術を学ぶ

職員研修委員会主催 
現任教育ワーキング
医療安全対策室　中込智重子
臨床工学技士　浅川仁志

4月
総務課配布別紙参照
4月3日（金）・7日（火）　　　　
シュミレーションセンター

看護補助者と協働のためのプログラム研修
※既卒看護師は所属長判断

【目的】
看護補助者と協働し看護を提供することができる
【目標】
看護補助者との協働の必要性を理解し、協働する上での基本的な考えを理解
することができる
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看護補助者支援ワーキング
4月9日（木）　　　　
9:00-11:00 or 13:45-15:45 
看護研修室

意思形成支援:
コミュニケーション新人

※既卒看護師は所属長判断

【目的】
患者の価値観や人生観を尊重しながら、適切なコミュニケーションを通じて主体
的な意思決定とACPを組織で支援することができる
【目標】
患者の看護及びチーム医療に必要なコミュニケーションについて学び、看護実
践方法を考えることができる
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4月20日(月)・21日(火)
22日(水)・24日(金)
9:00-11:00
多目的ホール

急性期シリーズ
バイタルサイン、心電図モニター

※既卒看護師は所属長判断

【目的】
急性期にある患者の状態変化を的確に判断し、エビデンスに基づいた迅速かつ
安全な看護を多職種と連携して提供できる
【目標】
バイタルサインの基本を学び、必要な身体観察と患者情報の収集方法がわか
る

現任教育ワーキング
クリティカルケア認定看護師　土田　峻

4月27日(月)・28日(火)
9:00-11:00 or 14:30-16:30
多目的ホール

共育シリーズ
院外宿泊研修
人間関係の構築・リフレクション

※既卒看護師は所属長判断

【目的】
相互に尊重し合うコミュニケーションを基盤に、役割に応じたメンバーシップや
リーダーシップを発揮し、リフレクションを通じてチーム医療の質と安全性を継続
的に高めることができる
【目標】
患者を取り巻くチームの一員として、自己と他者の関係を振り返り、自分自身を
見つめる

【
医
療
安
全
】
（
1
6
5
）
　
医
療
安
全
の
基
本
を
知
る
（
1
6
6
）
　
医
療
安
全
の
基
本
を
知
る
②
【
感
染
対
策
】
（
1
7
5
）
　
感
染
対
策
の
概
要
（
1
9
2
）
　
知
っ
て
得
す
る
感
染
対
策

現任教育ワーキング　　
院外講師

5月28日(木)・29日（金）
１泊２日
院外研修：清里清泉寮

点滴・各種ドレーン・カテーテルの管理

※既卒看護師は所属長判断

【目的】
感染対策に留意し、安全にドレーン・チューブ類の管理が実践できる
【目標】
ドレーン・チューブ類の目的・方法・管理について理解でき、感染対策に留意した
ケアの実際が理解できる
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現任教育ワーキング
感染管理認定看護師　高取美香

5月19日(火)20日(水)21日(木)
9:00-11:00 or 14:30-16:30
6Fシミュレーションセンター

高齢者看護シリーズ
食べるを支えるケア

※既卒看護師は所属長判断

【目的】
患者の安全・安楽を確保しながら、摂食・嚥下機能に応じた適切な食事介助や
支援が実践できる
【目標】
摂食・嚥下機能を観察・評価し、患者の状態に応じた安全で安楽な食事介助や
支援方法を学ぶことができる
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現任教育ワーキング
摂食嚥下障害看護認定看護師　渡邉淑子
摂食嚥下障害看護認定看　楠　沙織
NSTワーキング
栄養科　雨宮 巳奈

6月10日(水)・11日(木)・12日(金)
9:00-11:00 or 14:30-16:30
6Fシミュレーションセンター

高齢者看護シリーズ
高齢者の特徴
身体機能の評価

※既卒看護師は所属長判断

【目的】
高齢者の身体的・認知的・社会的特性を踏まえ、尊厳と生活を重視した個別性
のある看護を多職種と連携して実践できる
【目標】
加齢変化など高齢者の特徴を理解し、安全かつ安楽なケア方法を考えることが
できる
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現任教育ワーキング
認知症看護認定看護師　宮下香鈴

5月7日(木)・8日(金)・12日(火)
9:00-11:00 or 14:30-16:30
6Fシミュレーションセンター

PNS新人

※既卒看護師は所属長判断

【目的】
PNSの理念を理解し、パートナーと協働しながら相互に補完・成長し、安全で質
の高い看護を継続的に提供できる
【目標】
PNSの理念と仕組みが理解でき、パートナーとの協働について考えることができ
る
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PNSワーキング
5月25日(月)・26日(火)
9:00-11:00 or 14:30-16:30
多目的ホール

酸素療法・排痰ケア

※既卒看護師は所属長判断

【目的】
排痰および吸引に関する知識と技術を理解し、合併症や感染に配慮した安全・
安楽な看護ケアを実践できる
【目標】
排痰のメカニズムが理解でき、排痰ケアに必要な知識・技術について学ぶこと
ができる
吸引に伴う合併症などが理解でき、安全・安楽に吸引が実施できる看護技術を
感染管理も含め学ぶことができる
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現任教育ワーキング　　　
慢性呼吸器疾患認定看護師　乙黒恵子
感染管理認定看護師　田中美緒

6月2日(火)・3日(水)・4日(木)
9:00-11:00 or 14:30-16:30
6Fシミュレーションセンター

急変シリーズ
ＢＬＳ

※既卒看護師は所属長判断

【目的】
患者の急変を早期に予測・察知し、適切な初期対応を迅速かつ安全に実践でき
る
【目標】
患者急変時に必要なアセスメントと、その対応について知識・技術を学ぶ
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現任教育ワーキング
重症化予防チームワーキング

7月2日(木)・3日(金)
9:00-11:00 or 14:30-16:30
多目的ホール

高齢者看護シリーズ
褥瘡・スキンケア・ポジショニング・寝衣交換・
清潔ケア

※既卒看護師は所属長判断

【目的】
適切なポジショニング、清潔ケアを通して褥瘡予防対策方法が実践できる
【目標】
褥瘡の基礎知識・皮膚のアセスメント方法が理解でき、褥瘡予防対策方法につ
いて実践できる
清潔ケア・寝衣交換の基本を理解し、ケアの実際が理解できる
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現任教育ワーキング
皮膚・排泄ケア認定看護師　志村友紀
理学療法士　山口恭平

6月18日（木）23日(火)・25日(木)
9:00-11:00 or 14:30-16:30
多目的ホール
※25日のみシミュレーションセンター

静脈採血・筋肉注射手技　与薬
インスリン注射の知識と管理

※既卒看護師は所属長判断

【目的】
感染対策及び安全管理に配慮し、静脈採血、筋肉注射及びインスリン注射が実
践できる
【目標】
静脈採血、筋肉注射及びインスリン注射に必要な基礎知識を学び、感染対策も
含め安全に実践できる看護技術を学ぶことができる
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現任教育ワーキング
感染管理認定看護師　辻陽子
慢性疾患看護専門看護師　須森未枝子

7月15日(水)・16日(木)・17日(金)
9:00-11:00 or 14:30-16:30
6Fシミュレーションセンター

新任職員研修
グリーフケア

患者・家族が体験するグリーフ（喪失）や思いを理解することで、医療専門職とし
ての役割を考え、実践に活かす

職員研修委員会主催 
看護局　本田理恵

8月17日(月)・18日(火)
総務課配布別紙参照
9:00-11:00 or 14:30-16:30
多目的ホール

看護技術
静脈注射の管理

※既卒看護師は所属長判断

【目的】
感染対策及び安全管理に配慮し、静脈留置針挿入及び管理が実践できる
【目標】
静脈注射・暴露対策のガイドラインに基づいて静脈留置針挿入及び管理につい
て学ぶことができる
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現任教育ワーキング
感染管理認定看護師　田中青流

8月4日(火)・5日(水)・6日(木)
9:00-11:00 or 14:30-16:30
6Fシミュレーションセンター

マネジメントシリーズ
看護管理　新人

※既卒看護師は所属長判断
※新人看護師は全員参加

【目的】
看護師が組織の一員として自身の役割を理解し、患者の安全と看護の質を守るために
行動・判断を主体的にマネジメントしながら、キャリアの各段階に応じて看護実践を発展
させていく力を育成する
【目標】
患者の安全と看護の質を守るために、自身の看護実践を振り返り、優先度やリスクを意
識しながら基本的な看護管理行動が実践できる

9月17日(木)
9:00-11:00 or 14:00-16:00
24日(木）
9:00-11:00 or 14:30-16:30
多目的ホール

ナイチンゲールシリーズ
看護理論新人

※既卒看護師は所属長判断

【目的】
根拠ある看護実践を行うための思考力と実践力を高めることができる
【目標】
自身の看護を理論と紐づけることができる
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9月7日(月)・28日(月)
9:00-11:00
10月1日（木）
9:00-11:00 or 14:30-16:30
多目的ホール

がん看護シリーズ
がん看護新人

※既卒看護師は所属長判断

【目的】
がん患者の生活をより良く生きることを支える－その人の力を信じ、支える看護
－
【目標】
がん患者の特徴を理解し、基本的ながん看護の知識と技術を習得する。患者・
家族の苦痛に寄り添う姿勢を養う
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現任教育ワーキング
がん関連認定看護師

11月6日(金)・13日(金)
9:00-11:00 or 14:30-16:30
※13日午後のみ14：00-16：00
多目的ホール

抗がん剤、劇薬、毒薬

※既卒看護師は所属長判断

【目的】
薬剤の正しい知識を持ち安全に薬剤の管理をすることができる
【目標】
薬剤等の管理における正しい知識を学ぶことができる
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現任教育ワーキング
がん化学療法認定看護師　新海尚子
薬剤師　山本弓子

2月4日(木)
9:00-11:00 or 14:30-16:30
多目的ホール

看護の魅力

※既卒看護師は所属長判断
※新人看護師は全員参加

【目的】
看護の魅力に気づき、自身の看護観を深めることができる
【目標】
１年間の看護を振り返り、看護の魅力を発見する

3月4日(木)・11日(木)
9:00-11:00 or 14:30-16:30
多目的ホール



レベル 主催・講師 日時・会場

現任教育ワーキング　帯野真弓

PNSⅠ

☆

現任教育ワーキング

マネジメントラダーワーキング

現任教育ワーキング　土田　峻

目標

PNSⅡ ☆

専門看護師

目的

現任教育ワーキング

看
護
師
長
副
看
護
師
長
参
加
対
象
研
修

目的/目標

ナ
ー
シ
ン
グ
・
ス
キ
ル

キ
ャ
リ
ア
ラ
ダ
ー
Ⅰ

意思形成支援:
コミュニケーションⅠ
※基本は全員参加
　参加できないスタッフは動画聴講

【目的】
患者の価値観や人生観を尊重しながら、適切なコミュニケーションを通じて主体
的な意思決定とACPを組織で支援することができる
【目標】
信頼関係を基盤とした安全・安心な看護が実践できる基礎的能力を養うため
に、患者との適切なコミュニケーション方法を考えることができる

【
臨
床
判
断
と
看
護
実
践
】
（
2
9
）
迅
速
な
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
行
う
急
変
予
測
と
対
応
【
緊
急
時
の
対
応
】
（
6
7
）
急
変
対
応

現任教育ワーキング
精神看護専門看護師　武井千寿

4月23日(木)・30日(木)
9:00-11:00 or 14:30-16:30
多目的ホール

抗がん剤、劇薬、毒薬 Ⅰ
※2年目看護師のみ

【目的】
薬剤の正しい知識を持ち安全に薬剤の管理をすることができる
【目標】
薬剤等の管理における正しい知識を学ぶことができる

【
社
会
人
基
礎
力
】
（
1
7
）
　
他
人
（
ひ
と
）
に
伝
え
る
文
章
の
書
き
方
【
倫
理
】
（
2
0
0
）
　
看
護
実
践
に
生
か
す
「
看
護
職
の
倫
理
綱
領
」
（
2
0
1
）
　
日
常
の
看
護
ケ
ア
で
考
え
る
倫
理

現任教育ワーキング
がん化学療法認定看護師　新海尚子
薬剤師　山本弓子

5月1日(金)
9:00-11:00 or 14:30-16:30
多目的ホール

共育シリーズ
メンバーシップ

【目的】
相互に尊重し合うコミュニケーションを基盤に、役割に応じたメンバーシップや
リーダーシップを発揮し、リフレクションを通じてチーム医療の質と安全性を継続
的に高めることができる
【目標】
チーム医療における自分の役割を理解し、周囲のスタッフと協働することの重要
性を考えることができる

【
看
護
実
践
に
必
要
な
知
識
】
（
5
4
）
薬
剤
情
報
の
調
べ
方
-
医
薬
品
添
付
文
章
-
（
5
5
）
薬
剤
の
基
本
知
識
-
安
全
管
理
が
必
要
な
医
薬
品
-

6月15日(月)・16日（火）
24日（水）・26日（金）
9：00‐11：00
多目的ホール　※26日のみ看護研修室

急性期シリーズ
急性期看護Ⅰ

【目的】
急性期にある患者の状態変化を的確に判断し、エビデンスに基づいた迅速かつ
安全な看護を多職種と連携して提供できる
【目標】
急性期患者の身体的変化に気づくことができる

【
高
齢
者
看
護
】
（
7
1
）
講
義
3
：
高
齢
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
7
2
）
講
義
4
：
高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
予
防
【
認
知
症
看
護
】
（
7
7
）
『
動
画
』
を
と
お
し
て
認
知
症
患
者
に
対
す
る
　
　
　
　
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ
　
　
　
　
―
患
者
本
人
と
周
囲
が
困
る
こ
と
を
予
防
し
よ
う
―

現任教育ワーキング
急性・重症患者看護専門看護師
重症集中ケア認定看護師
クリティカルケア認定看護師

6月1日(月)・5日(金)
9:00-11:00 or 14:30-16:30
多目的ホール

急変シリーズ
ALS

【目的】
患者の急変を早期に予測・察知し、適切な初期対応を迅速かつ安全に実践でき
る
【目標】
急変時の対応と自身の役割をイメージすることができる

現任教育ワーキング
重症化予防チームワーキング

8月27日(木)・28日(金)
9:00-11:00 or 14:30-16:30
多目的ホール

【目的】
PNSの理念を理解し、パートナーと協働しながら相互に補完・成長し、安全で質
の高い看護を継続的に提供できる
【目標】
PNSにおける自身の役割を理解できる

【
入
退
院
支
援
】
（
1
0
6
）
看
看
連
携
に
必
要
な
視
点
～
訪
問
看
護
の
立
場
か
ら
～
【
協
働
】
（
8
8
）
地
域
包
括
ケ
ア
時
代
の
看
-
看
連
携

PNSワーキング
8月24日(月)・25日(火)
9:00-11:00 
多目的ホール

高齢者看護シリーズ
高齢者看護Ⅰ

【目的】
高齢者の身体的・認知的・社会的特性を踏まえ、尊厳と生活を重視した個別性
のある看護を多職種と連携して実践できる
【目標】
患者を観察し高齢者の特徴を理解することができる

【
社
会
人
基
礎
力
】
（
1
7
）
　
他
人
（
ひ
と
）
に
伝
え
る
文
章
の
書
き
方
【
倫
理
】
（
2
0
0
）
　
看
護
実
践
に
生
か
す
「
看
護
職
の
倫
理
綱
領
」
（
2
0
1
）
　
日
常
の
看
護
ケ
ア
で
考
え
る
倫
理

現任教育ワーキング
精神看護認定看護師　内田勇
摂食嚥下認定看護師　渡邊淑子
皮膚排泄ケア認定看護師　志村友
紀　　　　　　　　　認知症看護認定看護師　　
宮下香鈴

9月2日(水）・11日（金）
9:00-11:00
9月4日（金）
9:00-11:00 or 14:30-16:30
多目的ホール

がん看護シリーズ
がん看護Ⅰ

【目的】
がん患者の生活をより良く生きることを支える－その人の力を信じ、支える看護
－
【目標】
患者の苦痛を4側面で捉えることができる

【
入
退
院
支
援
】
（
1
0
6
）
看
看
連
携
に
必
要
な
視
点
～
訪
問
看
護
の
立
場
か
ら
～
【
協
働
】
（
8
8
）
地
域
包
括
ケ
ア
時
代
の
看
-
看
連
携

現任教育ワーキング
がん関連認定看護師

10月２日(金)・8日(木)
9:00-11:00 or 14:30-16:30
多目的ホール

ナイチンゲールシリーズ
看護理論Ⅰ

【目的】
根拠ある看護実践を行うための思考力と実践力を高めることができる
【目標】
自身の看護を理論と紐づけることができる

看護の価値探求ワーキング
（ケアリング）

10月20日(火)・22日(木)
9:00-11:00 or 14:30-16:30
多目的ホール

看護を語る会Ⅰ
～患者の幸せを考える会～
※基本は全員参加
　参加できないスタッフは部署ごとで対応

【目的】
自身の看護実践を振り返り内省することで、気づきと学びを深め、専門性と看護
の質を継続的に向上させることができる
【目標】
一人の患者を通して看護の意味を考える

2月25日(木)・26日(金)
9:00-11:00 or 14:30-16:30
多目的ホール

Ⅰ
・Ⅱ

マネジメントシリーズ
看護管理　Ⅰ・Ⅱ

【目的】
看護師が組織の一員として自身の役割を理解し、患者の安全と看護の質を守るために
行動・判断を主体的にマネジメントしながら、キャリアの各段階に応じて看護実践を発展
させていく力を育成する
【目標】
患者の状態や看護の経過を踏まえ、看護実践の優先度や内容を調整しながら、看護の
質と安全を維持・向上させるための看護管理能力を身につける

12月15日(火)・17日(木)
9:00-11:00 or 14:30-16:30
多目的ホール

キ
ャ
リ
ア
ラ
ダ
ー
Ⅱ

共育シリーズ
リーダーシップ

【目的】
相互に尊重し合うコミュニケーションを基盤に、役割に応じたメンバーシップや
リーダーシップを発揮し、リフレクションを通じてチーム医療の質と安全性を継続
的に高めることができる
【目標】
リーダー役割の必要性を理解することで自身の役割を再考できる

【
入
退
院
支
援
】
（
1
0
6
）
看
看
連
携
に
必
要
な
視
点
～
訪
問
看
護
の
立
場
か
ら
～
【
協
働
】
（
8
8
）
地
域
包
括
ケ
ア
時
代
の
看
-
看
連
携

5月18日(月)
9:00-11:00 or 14:30-16:30
多目的ホール

急性期シリーズ
急性期看護Ⅱ

【目的】
急性期にある患者の状態変化を的確に判断し、エビデンスに基づいた迅速かつ
安全な看護を多職種と連携して提供できる
【目標】
急性期患者の身体的反応を捉えることができる

【
倫
理
】
（
1
9
9
）
　
医
療
機
関
に
お
け
る
権
利
擁
護
　
　
　
　
　
　
～
患
者
の
意
思
を
ど
の
よ
う
に
尊
重
す
る
の
か
～
（
2
0
0
）
　
看
護
実
践
に
生
か
す
「
看
護
職
の
倫
理
綱
領
」
（
2
0
1
）
　
日
常
の
看
護
ケ
ア
で
考
え
る
倫
理

現任教育ワーキング
急性・重症患者看護専門看護師
重症集中ケア認定看護師
クリティカルケア認定看護師

5月15日(金)
9:00-11:00 or 14:30-16:30
多目的ホール

がん看護シリーズ
がん看護Ⅱ

【目的】
がん患者の生活をより良く生きることを支える－その人の力を信じ、支える看護
－
【目標】
患者の生活に焦点をあて苦痛を捉えることができる

現任教育ワーキング
がん関連認定看護師

6月8日(月)
9:00-11:00 or 14:30-16:30
多目的ホール

【目的】
PNSの理念を理解し、パートナーと協働しながら相互に補完・成長し、安全で質
の高い看護を継続的に提供できる
【目標】
PNSが及ぼす影響を理解することができる

【
倫
理
】
（
1
9
9
）
　
医
療
機
関
に
お
け
る
権
利
擁
護
　
　
　
　
　
　
～
患
者
の
意
思
を
ど
の
よ
う
に
尊
重
す
る
の
か
～
（
2
0
0
）
　
看
護
実
践
に
生
か
す
「
看
護
職
の
倫
理
綱
領
」
（
2
0
1
）
　
日
常
の
看
護
ケ
ア
で
考
え
る
倫
理

PNSワーキング
7月6日(月)・8日(水)
9:00-11:00
多目的ホール

意思形成支援シリーズ
意思決定支援
※基本は全員参加
　参加できないスタッフは動画聴講

【目的】
患者の価値観や人生観を尊重しながら、適切なコミュニケーションを通じて主体
的な意思決定とACPを組織で支援することができる
【目標】
日常の中で意思決定している場面を自覚し、必要性を理解する

【
高
齢
者
看
護
】
（
7
3
）
講
義
5
：
高
齢
者
を
看
護
す
る
上
で
の
倫
理
的
観
点
（
7
4
）
講
義
6
：
高
齢
者
の
終
末
期
ケ
ア
【
認
知
症
看
護
】
（
7
9
）
認
知
症
患
者
の
回
復
を
促
進
す
る
援
助
技
術
　
―
日
常
生
活
動
作
に
焦
点
を
あ
て
て
―

7月13日(月)・14日（火）
9:00-11:00 
多目的ホール

高齢者看護シリーズ
高齢者看護Ⅱ

【目的】
高齢者の身体的・認知的・社会的特性を踏まえ、尊厳と生活を重視した個別性
のある看護を多職種と連携して実践できる
【目標】
高齢者の特徴を捉えながら看護展開をすることができる

【
高
齢
者
看
護
】
（
7
3
）
講
義
5
：
高
齢
者
を
看
護
す
る
上
で
の
倫
理
的
観
点
（
7
4
）
講
義
6
：
高
齢
者
の
終
末
期
ケ
ア
【
認
知
症
看
護
】
（
8
0
）
事
例
で
考
え
る
認
知
症
に
特
有
な
倫
理
的
課
題
と
　
　
　
　
意
思
決
定
支
援

現任教育ワーキング
精神看護認定看護師　内田勇
摂食嚥下認定看護師　渡邊淑子
皮膚排泄ケア認定看護師　志村友
紀　　　　　　　　　認知症看護認定看護師　　
宮下香鈴

10月9日(金)
9:00-11:00 or 14：00-16：00
多目的ホール

急変シリーズ
重症化予防・急変予測Ⅱ

【目的】
患者の急変を早期に予測・察知し、適切な初期対応を迅速かつ安全に実践でき
る
【目標】
患者の「なにか変」と身体所見を結びつけることができる

【
入
退
院
支
援
】
（
1
0
6
）
看
看
連
携
に
必
要
な
視
点
～
訪
問
看
護
の
立
場
か
ら
～
【
協
働
】
（
8
8
）
地
域
包
括
ケ
ア
時
代
の
看
-
看
連
携

現任教育ワーキング
重症化予防チームワーキング

10月5日(月)・7日(水)
9:00-11:00
多目的ホール

ナイチンゲールシリーズ
看護理論Ⅱ

【目的】
根拠ある看護実践を行うための思考力と実践力を高めることができる
【目標】
自身の看護実践と理論を紐づけることができる

看護の価値探求ワーキング
（ケアリング）

11月17日(火)
9:00-11:00 or 14:30-16:30
11月19日(木)・20日(金)
9:00-11:00
多目的ホール

看護を語る会Ⅱ
～患者の幸せを考える会～
※基本は全員参加
　参加できないスタッフは部署ごとで対応

【目的】
自身の看護実践を振り返り内省することで、気づきと学びを深め、専門性と看護
の質を継続的に向上させることができる
【目標】
一人の患者を通してチーム医療の中での看護の役割を考えることができる

1月19日(火)・21日(木)
9:00-11:00 or 14:30-16:30
多目的ホール



レベル 主催・講師 日時・会場

PNSⅢ

緩和ケア認定看護師

目的

☆

マネジメントラダーワーキング

現任教育ワーキング

現任教育ワーキング

現任教育ワーキング　清水春香・帯野真弓

特定行為研修修了者

看護研究推進委員会

看護研究推進委員会

看
護
師
長
副
看
護
師
長
参
加
対
象
研
修

目的/目標

ナ
ー
シ
ン
グ
・
ス
キ
ル

ラ
ダ
ー
Ⅲ

【目的】
PNSの理念を理解し、パートナーと協働しながら相互に補完・成長し、安全で質
の高い看護を継続的に提供できる
【目標】
PNSが患者やスタッフに及ぼす影響を理解することができる

PNSワーキング
6月17日(水)・22日(月)
9:00-11:00 
多目的ホール

意思形成シリーズ
ACP
※基本は全員参加
　参加できないスタッフは動画聴講

【目的】
患者の価値観や人生観を尊重しながら、適切なコミュニケーションを通じて主体
的な意思決定とACPを組織で支援することができる
【目標】
ACPの意義を理解し、活用場面をイメージすることができる

7月21日(火)・23日(木)
9:00-11:00 or 14:30-16:30
多目的ホール

急性期シリーズ
急性期看護Ⅲ

【目的】
急性期にある患者の状態変化を的確に判断し、エビデンスに基づいた迅速かつ
安全な看護を多職種と連携して提供できる
【目標】
急性期にある患者の身体的精神的変化を捉え、看護を提案することができる

現任教育ワーキング
急性・重症患者看護専門看護師
重症集中ケア認定看護師
クリティカルケア認定看護師

9月14日(月)・16日（水）
9:00-11:00
25日(金)
9:00-11:00 or 14:30-16:30
多目的ホール

急変シリーズ
重症化予防・急変予測Ⅲ

【目的】
患者の急変を早期に予測・察知し、適切な初期対応を迅速かつ安全に実践でき
る
【目標】
患者の「なにか変」に意味づけすることができる

現任教育ワーキング
重症化予防チームワーキング

10月23日(金)・26日(月)
9:00-11:00 or 14:30-16:30
多目的ホール

高齢者看護シリーズ
高齢者看護Ⅲ

【目的】
高齢者の身体的・認知的・社会的特性を踏まえ、尊厳と生活を重視した個別性
のある看護を多職種と連携して実践できる
【目標】
高齢者の特徴と病態を併せて看護計画を修正することができる

【
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・
組
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け
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員
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現任教育ワーキング　
精神看護認定看護師　内田勇
摂食嚥下認定看護師　渡邊淑子
皮膚排泄ケア認定看護師　志村友
紀　　　　　　　　　認知症看護認定看護師　　
宮下香鈴　

11月5日(木)・12日(木)
9:00-11:00 or 14:30-16:30
多目的ホール

がん看護シリーズ
がん看護Ⅲ

【目的】
がん患者の生活をより良く生きることを支える－その人の力を信じ、支える看護
－
【目標】
患者の苦痛を4側面で捉え、それぞれの関連性を理解することができる

現任教育ワーキング
がん関連認定看護師

11月24日(火)・26日(木)
9:00-11:00 or 14:30-16:30
多目的ホール

マネジメントシリーズ
看護管理　Ⅲ
＊ラダーⅢかつ主任看護師ではない
＊主任看護師はキャリアデザイン研修へ参加

【目的】
看護師が組織の一員として自身の役割を理解し、患者の安全と看護の質を守るために
行動・判断を主体的にマネジメントしながら、キャリアの各段階に応じて看護実践を発展
させていく力を育成する
【目標】
患者の状態や看護の経過、チーム全体の状況を踏まえながら、看護実践の調整をし、メ
ンバーと連携して看護の質と安全を維持・向上できる看護を管理する力を身につける

10月29日(木)
9:00-11:00 or 14:30-16:30
多目的ホール

ナイチンゲールシリーズ
看護理論Ⅲ

【目的】
根拠ある看護実践を行うための思考力と実践力を高めることができる
【目標】
看護理論を活用して患者の状況を的確に分析し、根拠に基づいた看護実践が
展開できる。

看護の価値探求ワーキング
（ケアリング）

12月10日(木)・14日(月)
9:00-11:00 or 14:30-16:30
多目的ホール

看護を語る会Ⅲ
～患者の幸せを考える会～
※基本は全員参加
　参加できないスタッフは部署ごとで対応

【目的】
自身の看護実践を振り返り内省することで、気づきと学びを深め、専門性と看護
の質を継続的に向上させることができる
【目標】
患者との関りで心に残ったことを語り、看護の意味づけができる

1月26日(火)・28日(木)

9:00-11:00 or 14:30-16:30

多目的ホール

キ
ャ
リ
ア
ラ
ダ
ー
Ⅳ
・Ⅴ

PNSⅣ・Ⅴ

【目的】
PNSの理念を理解し、パートナーと協働しながら相互に補完・成長し、安全で質
の高い看護を継続的に提供できる
【目標】
PNSの三重構造を理解し、自己の役割を考えることができる

PNSワーキング
6月9日（火）・19日(金)
9:00-11:00 
多目的ホール

急性期シリーズ
急性期看護Ⅳ・Ⅴ

【目的】
急性期にある患者の状態変化を的確に判断し、エビデンスに基づいた迅速かつ
安全な看護を多職種と連携して提供できる
【目標】
急性期にある患者の生活を理解し、多職種を活用した看護を提案することがで
きる

現任教育ワーキング
急性・重症患者看護専門看護師
重症集中ケア認定看護師
クリティカルケア認定看護師

8月3(月)・10（月）
9:00-11:00 
多目的ホール

がん看護シリーズ
がん看護Ⅳ・Ⅴ

【目的】
がん患者の生活をより良く生きることを支える－その人の力を信じ、支える看護
－
【目標】
患者の全人的苦痛を捉え、多職種の力を活用した看護を提案することができる

現任教育ワーキング
がん関連認定看護師

9月3日(木)
9:00-11:00 or 14:30-16:30
多目的ホール

高齢者看護シリーズ
高齢者看護Ⅳ・Ⅴ

【目的】
高齢者の身体的・認知的・社会的特性を踏まえ、尊厳と生活を重視した個別性
のある看護を多職種と連携して実践できる
【目標】
高齢者の特徴や個別性を踏まえた上で看護計画の修正ができる

現任教育ワーキング　
精神看護認定看護師　内田勇
摂食嚥下認定看護師　渡邊淑子
皮膚排泄ケア認定看護師　志村友
紀　　　　　　　　　認知症看護認定看護師　　
宮下香鈴

10月27日(火)
9:00-11:00 or 14:30-16:30
多目的ホール

急変シリーズ
重症化予防・急変予測Ⅳ・Ⅴ

【目的】
患者の急変を早期に予測・察知し、適切な初期対応を迅速かつ安全に実践でき
る
【目標】
病棟での中心的な役割の中で果たす急変予防を言語化することができる

現任教育ワーキング
重症化予防チームワーキング

10月14日(水)・16日(金)
9:00-11:00
多目的ホール

意思形成支援シリーズ
アドボカシー
※基本は全員参加
　参加できないスタッフは動画聴講

【目的】
患者の価値観や人生観を尊重しながら、適切なコミュニケーションを通じて主体
的な意思決定とACPを組織で支援することができる
【目標】
患者・家族の価値観を擁護し、倫理的課題や困難な意思決定に対して多職種・
組織に働きかけながら、ACPを主体的に推進できる

急性重症患者看護専門看護師
山本真基子

11月9日(月)・11日(水)
9:00-11:00
多目的ホール

ナイチンゲールシリーズ
看護理論Ⅳ・Ⅴ

【目的】
根拠ある看護実践を行うための思考力と実践力を高めることができる
【目標】
看護理論を統合的に活用し、複雑な事例における看護実践の質向上とチーム
への理論的支援・指導ができる

看護の価値探求ワーキング
（ケアリング）

12月4日(金)
9:00-11:00 or 14:30-16:30
多目的ホール

看護を語る会Ⅳ・Ⅴ
～患者の幸せを考える会～
※基本は全員参加
　参加できないスタッフは部署ごとで対応

【目的】
自身の看護実践を振り返り内省することで、気づきと学びを深め、専門性と看護
の質を継続的に向上させることができる
【目標】
自己の看護観を表現し、看護実践の役割モデルとして、言語化の意味を考える
ことができる

2月16日(火)・18日(木)
9:00-11:00 or 14:30-16:30
多目的ホール

ラ
ダ
ー
Ⅲ
・Ⅳ
・Ⅴ

共育シリーズ
リフレクションサポート

【目的】
相互に尊重し合うコミュニケーションを基盤に、役割に応じたメンバーシップや
リーダーシップを発揮し、リフレクションを通じてチーム医療の質と安全性を継続
的に高めることができる
【目標】
リフレクションのサポートを通して自身の内省ができる

6月29日(月)・30日(火)
9:00-11:00 or 14:30-16:30
多目的ホール

特
定
行
為

特定行為関連（臨床推論）

※対象３年目～
※参加条件あり、後日提示

【目的】
患者の状態変化を構造的に捉え、根拠に基づいて判断・説明できる臨床推論能
力を養うことができる
【目標】
看護師が特定行為を実践する意義を理解することができる

7月30日(木)・31日(金)
9:00-11:00 or 14:30-16:30
多目的ホール

主
任
看
護
師

マネジメントシリーズ
キャリアデザイン
※基本は全員参加

当院における社会的責任を認識し、組織コミットメント力を高め、尚且つ自らの
キャリアを再構築することができる
（3施設合同）

向山　景子
マネジメントラダーワーキング

9月8日（火）・10（木）・15（火）
一日研修（3日間のうち１日参加）
山梨県立文学館

全
ラ
ダ
ー
対
象

看護研究(初級)
看護研究の基本プロセスを理解し、科学的思考に基づく研究的視点を養う。エ
ビデンスに基づく看護実践の重要性を認識する。

7月22日(水)
9:00-11:00 
6Fシミュレーションセンター

看護研究(中級)
看護研究の基本プロセスを理解し、科学的思考に基づく研究的視点を養う。エ
ビデンスに基づく看護実践の重要性を認識する。

9月9日(水)
9:00-11:00 
6Fシミュレーションセンター
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マネジメントシリーズ
副看護師長研修
（2回シリーズ）

マネジメントWと検討
（3施設合同）

認定看護管理者　石倉　晴美
マネジメントラダーワーキング

5月14日（木)
9:00-11:00 
多目的ホール

マネジメントWと検討
10月30日(金)
9:00-11:00 
多目的ホール

マネジメントシリーズ
看護師長研修
（3回シリーズ）　

今後の社会情勢から看護管理を学ぶ 認定看護管理者　石倉　晴美
マネジメントラダーワーキング

6月3日（水）
9：00‐11：00
多目的ホール

今後の社会情勢から看護管理を学ぶ
（3施設合同）

認定看護管理者　石倉　晴美
マネジメントラダーワーキング

9月29日（火）
一日研修
山梨県立文学館

認定看護管理者　石倉　晴美
マネジメントラダーワーキング

1月18日（月）
9：00‐11：00
多目的ホール

看
護
補
助
者

看護補助者研修
＊月別でテーマ検討中

当院に勤務する看護補助者として必要な知識・技術・態度を学ぶ
＊テーマごとの目的は検討中

看護補助者W
＊内容により講師検討中

5月7日（木）・8日（金）
14：00－15:00 
多目的ホール

看護補助者研修
＊月別でテーマ検討中

当院に勤務する看護補助者として必要な知識・技術・態度を学ぶ
＊テーマごとの目的は検討中

看護補助者W
＊内容により講師検討中

6月3日（水）・５日（金）
14：00－15:00  
看護研修室

看護補助者研修
＊月別でテーマ検討中

当院に勤務する看護補助者として必要な知識・技術・態度を学ぶ
＊テーマごとの目的は検討中

看護補助者W
＊内容により講師検討中

7月9日（木）・10日（金）
14：00－15:00 
多目的ホール

看護補助者研修
＊月別でテーマ検討中

当院に勤務する看護補助者として必要な知識・技術・態度を学ぶ
＊テーマごとの目的は検討中

看護補助者W
＊内容により講師検討中

8月20日（木）・21日（金）
14：00－15:00  
多目的ホール

看護補助者研修
＊月別でテーマ検討中

当院に勤務する看護補助者として必要な知識・技術・態度を学ぶ
＊テーマごとの目的は検討中

看護補助者W
＊内容により講師検討中

9月11日（金）：多目的ホール
9月18日（金）：看護研修室
14：00－15:00 

看護補助者研修
＊月別でテーマ検討中

当院に勤務する看護補助者として必要な知識・技術・態度を学ぶ
＊テーマごとの目的は検討中

看護補助者W
＊内容により講師検討中

10月15日（木）・19日（月）
14：00－15:00 

看護補助者研修
＊月別でテーマ検討中

当院に勤務する看護補助者として必要な知識・技術・態度を学ぶ
＊テーマごとの目的は検討中

看護補助者W
＊内容により講師検討中

11月19日（木）・20日（金）
14：00－15:00 

看護補助者研修
＊月別でテーマ検討中

当院に勤務する看護補助者として必要な知識・技術・態度を学ぶ
＊テーマごとの目的は検討中

看護補助者W
＊内容により講師検討中

12月11日（金）・18日（金）
14：00－15:00 

看護補助者研修
＊月別でテーマ検討中

当院に勤務する看護補助者として必要な知識・技術・態度を学ぶ
＊テーマごとの目的は検討中

看護補助者W
＊内容により講師検討中

1月7日（木）・8日（金）
14：00－15:00 

看護補助者研修
＊月別でテーマ検討中

当院に勤務する看護補助者として必要な知識・技術・態度を学ぶ
＊テーマごとの目的は検討中

看護補助者W
＊内容により講師検討中

2月12日（金）・19日（金）
14：00－15:00 


